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(54)【発明の名称】 医療器具制御システム

(57)【要約】
【課題】  内視鏡外科システムの各装置の設定値変更
を、術者への負担をより少なくし、操作性良く行う。
【解決手段】  内視鏡外科システムを構成する装置Ａ３
３ａ、装置Ｂ３３ｂ、装置Ｃ３３ｃ、装置Ｄ３３ｄ、装
置Ｅ３３ｅ、装置Ｆ３３ｆは通信ライン３４を経由して
コントローラ２６ａ内の通信回路３５に接続されてい
る。そして、この通信回路３５を介して制御回路３６と
双方向の信号の送受を行うことができるようになってい
る。前記制御回路３６には、通信回路３５の他に音声入
力回路３７、フットスイッチ入力回路３８、色抽出回路
３９、表示回路４０およびマーカ一対装置割付け設定回
路４１が接続されている。



(2) 特開２００２－３３６２６９

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  所定の医療行為を行うための医療器具
と、
前記医療器具の機能を指示する音声を入力する音声入力
手段と、
前記音声入力手段より入力された音声に基づき前記医療
器具の機能を制御する医療器具制御手段と、
前記医療器具により所定の医療行為を行う関心領域を撮
像して撮像信号を生成する撮像手段と、
前記撮像手段による撮像が可能な状態で前記医療器具に
設けられた、前記医療器具を特定するためのマーカー手
段と、
前記撮像手段からの前記撮像信号に基づき、前記マーカ
ー手段を識別するマーカー識別手段と、
前記マーカー識別手段によりマーカーが識別されない場
合は、前記医療器具制御手段による前記医療器具の機能
の制御を制限する制御制限手段とを備えたことを特徴と
する医療器具制御システム。
【請求項２】  所定の生体に対して所定の医療行為を行
うための医療器具と、
前記医療器具の機能を指示する音声を入力する音声入力
手段と、
前記音声入力手段より入力された音声に基づき前記医療
器具の機能を制御する医療器具制御手段と、
前記医療器具が前記生体に接触しているかどうか否かを
検出する接触検知手段と、
前記接触検知手段により前記医療器具が前記生体に接触
していることが検知されない場合は、前記医療器具制御
手段による前記医療器具の機能の制御を制限する制御制
限手段とを備えたことを特徴とする医療器具制御システ
ム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は医療器具制御システ
ム、更に詳しくは複数の機器を遠隔操作する制御部分に
特徴のある医療器具制御システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、開腹・開胸等を伴なう外科手術に
比べて患者への侵襲が小さい、いわゆる内視鏡下外科手
術が行われるようになってきた。この内視鏡下外科手術
においては、電気メス装置、レーザ装置、超音波凝固切
開装置等さまざまな処置装置の他に、光源装置やＴＶカ
メラ、気腹器等の周辺機器が用いられる。
【０００３】これら多数の機器の設定／操作を個別に行
うと極めて煩雑であり、手術の円滑な進行を妨げてい
た。
【０００４】これに対し、手術用装置の設定を集中的に
制御する提案は数々なされており、その中で清潔域にい
る術者が簡単な操作にて集中的に制御可能とした従来例
として、特開平１１－３３２８８３号公報がある。
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【０００５】前記特開平１１－３３２８８３号公報で
は、内視鏡手術を行う内視鏡外科システムを構成する装
置にラベルを付け、術者が発したラベル名称を音声認識
により判別し、そのラベル名のつけられた装置を術者が
制御可能としたものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、特開平
１１－３３２８８３号公報では、手術で使用される装置
に付されているラベルを術者が憶えておかねばならない
といった問題や、さらにシステムを構成する装置の種類
が多くなると、各装置の設定値変更等の制御には多数の
ラベルを憶えなくてはならず、術者の負担が増えてしま
うという問題がある。
【０００７】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、内視鏡外科システムの各装置の設定値変更を、
術者への負担をより少なくし、操作性良く行うことので
きる医療器具制御システムを提供することを目的として
いる。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明の請求項１に記載
の医療器具制御システムは、所定の医療行為を行うため
の医療器具と、前記医療器具の機能を指示する音声を入
力する音声入力手段と、前記音声入力手段より入力され
た音声に基づき前記医療器具の機能を制御する医療器具
制御手段と、前記医療器具により所定の医療行為を行う
関心領域を撮像して撮像信号を生成する撮像手段と、前
記撮像手段による撮像が可能な状態で前記医療器具に設
けられた、前記医療器具を特定するためのマーカー手段
と、前記撮像手段からの前記撮像信号に基づき、前記マ
ーカー手段を識別するマーカー識別手段と、前記マーカ
ー識別手段によりマーカーが識別されない場合は、前記
医療器具制御手段による前記医療器具の機能の制御を制
限する制御制限手段とを備えて構成される。
【０００９】本発明の請求項２に記載の医療器具制御シ
ステムは、所定の生体に対して所定の医療行為を行うた
めの医療器具と、前記医療器具の機能を指示する音声を
入力する音声入力手段と、前記音声入力手段より入力さ
れた音声に基づき前記医療器具の機能を制御する医療器
具制御手段と、前記医療器具が前記生体に接触している
かどうか否かを検出する接触検知手段と、前記接触検知
手段により前記医療器具が前記生体に接触していること
が検知されない場合は、前記医療器具制御手段による前
記医療器具の機能の制御を制限する制御制限手段とを備
えて構成される。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１１】第１の実施の形態：図１ないし図６は本発
明の第１の実施の形態に係わり、図１は内視鏡外科シス
テムの構成を示す構成図、図２は図１の集中制御用のコ
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ントローラの構成を示すブロック図、図３は図１の超音
波凝固切開装置に接続され凝固切開処置を行うためのハ
ンドピースの構成を示す図、図４は図２のモニタに表示
される装置選択画面及び装置操作画面を示す図、図５は
図２の集中制御用のコントローラの作用を説明するフロ
ーチャート、図６は図５のステップＳ４の詳細な流れを
説明するフローチャートである。
【００１２】（構成）図１に示すように、本実施の形態
の内視鏡外科システム１では、手術ベッド２に寝かされ
た患者３の腹腔内を観察するスコープ４ａ、スコープ４
ｂにそれぞれ取り付けられているカメラヘッド５ａ、カ
メラヘッド５ｂはケーブル６ａ、６ｂを介して第１トロ
リ７Ａに搭載されたＴＶカメラ装置８ａ、ＴＶカメラ装
置８ｂにそれぞれ接続されている。またスコープ４ａ、
スコープ４ｂは、ライトガイドケーブル９ａ，９ｂを介
して光源装置１０ａ、光源装置１０ｂにそれぞれ接続さ
れ、各光源装置１０ａ、光源装置１０ｂから照明光が供
給されるようにしている。
【００１３】また、第１トロリ７Ａには内視鏡画像を写
真撮影する内視鏡用カメラ装置１１と、２つのＴＶカメ
ラ装置８ａ、ＴＶカメラ装置８ｂの画像を第１モニタ１
２ａと第２トロリ７Ｂに搭載した第２モニタ１２ｂにそ
れぞれ切り替えて映したり、ＴＶカメラ装置８ａ、ＴＶ
カメラ装置８ｂの画像を親子画面に映すミキサ１４と、
内視鏡画像をプリント画像に印刷可能なビデオプリンタ
装置１５とが搭載されている。
【００１４】また、第２トロリ７ＢにはＣＯ２ボンベ１
６が取り付けられ、このＣＯ２ボンベ１６に接続された
気腹器１７は気腹チューブ１８を介して患者３の腹腔内
にＣＯ２を送気し、電気メス装置１９に接続されたＡコ
ード２０の先端のプローブ２１で高周波電気エネルギを
供給して焼灼等の処置を行えるようにしている。さら
に、第２トロリ７Ｂには超音波凝固切開装置２２、超音
波内視鏡装置２３、内視鏡画像の映像を記録するＶＴＲ
２４が搭載されている。
【００１５】また、各トロリ７Ａ，７Ｂには絶縁トラン
ス２５ａ、トランス２５ｂもそれぞれ搭載されている。
第２トロリ７Ｂには各外科手術装置（機器）を集中制御
できるコントローラ２６ａと各外科手術装置を集中操作
可能な集中操作パネル２７が接続されている。
【００１６】前記コントローラ２６ａからシステムイン
タフェースケーブル２８を経由して第１トロリ７Ａのサ
ブコントローラ２９に接続されている。サブコントロー
ラ２９では第１トロリ７Ａに搭載されている各外科手術
装置をコントローラ２６ａからの制御信号を中継して制
御している。そしてコントローラ２６ａにはフットスイ
ッチ３０と、ヘッドセット３１に備えられたマイクロフ
ォン３２が接続され、集中制御可能な操作内容から選択
的に機能選択してフットスイッチ３０およびマイクロフ
ォン３２を介した術者の音声でリモート操作可能にす
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る。
【００１７】図１には記載されていないが、コントロー
ラ２６ａ及びサブコントローラ２９には通信ラインによ
りそれぞれの外科用手術装置に接続されている。この通
信ラインにより各装置の状態監視や遠隔操作が集中操作
パネル２７、フットスイッチ３０および術者の音声によ
り操作可能となる。
【００１８】図２は集中制御用のコントローラ２６ａの
ブロック図である。内視鏡外科システム１を構成する装
置Ａ３３ａ、装置Ｂ３３ｂ、装置Ｃ３３ｃ、装置Ｄ３３
ｄ、装置Ｅ３３ｅ、装置Ｆ３３ｆは通信ライン３４を経
由してコントローラ２６ａ内の通信回路３５に接続され
ている。そして、この通信回路３５を介して制御回路３
６と双方向の信号の送受を行うことができるようになっ
ている。
【００１９】ここで、装置Ａ３３ａ～装置Ｆ３３ｆはそ
れぞれ図１におけるＴＶカメラ装置８ａ、光源装置１０
ａ、気腹装置１７、電気メス装置１９、超音波凝固切開
装置２２に相当するとする。なお、通信ライン３４に接
続されている装置は、装置Ａ３３ａ～装置Ｆ３３ｆとな
っているが、特に接続台数を限定するものではない。
【００２０】前記制御回路３６には、通信回路３５の他
に音声入力回路３７、フットスイッチ入力回路３８、色
抽出回路３９、表示回路４０およびマーカ一対装置割付
け設定回路４１が接続されている。
【００２１】音声入力回路３７にはマイクロフォン３２
が、フットスイッチ入力回路３８にはフットスイッチ３
０が接続されている。
【００２２】また、色抽出回路３９はＴＶカメラ装置８
ａである装置Ａ３３ａと接続され、後述する手術装置先
端に付された色マーカの抽出を行う。
【００２３】表示回路４０はモニタ４２に接続され、内
視鏡画像４３と装置選択画面４４及び装置操作画面４５
を表示する。
【００２４】なお、図２のモニタ４２は図１のモニタ１
２ａ或いは１２ｂに相当する。
【００２５】マーカー対装置割付け設定回路４１には図
示しないキーボード／有線リモコン等の入力手段が接続
されており、手術装置先端に付された色マーカーの色と
その装置の割付け設定を行う。
【００２６】図３は超音波凝固切開装置２２に接続され
凝固切開処置を行うためのハンドピース４６であり、そ
の挿入部先端には色マーカー４７が設けられている。こ
の色マーカー４７の色は、生体内組織にあまり含まれて
いない色である縁／青などが適する。
【００２７】図４はモニタ４２の画面を拡大表示したも
のであり、その画面には内視鏡画像４３と装置選択画面
４４及び装置操作画面４５が表示回路４０を介して表示
される。この装置操作画面４５には超音波凝固切開装置
２２の操作画面が例として表示されている。操作スイッ
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チとして超音波出力ＵＰスイッチ４８ａ、超音波出力Ｄ
ＯＷＮスイッチ４８ｂが表示され、超音波出力値４９も
併せて表示されている。
【００２８】また装置選択画面４４には接続された装置
Ａ３３ａ～装置Ｆ３３ｆにそれぞれ対応する選択画面
（選択用画像或いは選択用グラフィック、具体的には
Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ）が表示され、この選択用画像
を選択することにより、選択された装置の操作画面が装
置操作画面４４にグラフィック表示される。
【００２９】（作用）このように構成された本実施の形
態の作用を、図５及び６図を用いて説明する。
【００３０】図５はコントローラ２６ａに備えられた制
御回路３６の動作フローを示す。システムの使用に先立
ち、使用者はマーカー対装置割付け設定回路４１に接続
されている図示しない入力手段を用いて、色マーカーの
色とそのマーカーが設けられている手術装置の対応を入
力しておく。ここでは、装置Ｂ３２ｂは超音波凝固切開
装置２２とし、ハンドピース４６に設けられている色マ
ーカー４７は青色とする。
【００３１】図５に示すように、制御回路３６は、ステ
ップＳ１でマ－カー対装置割付け設定回路４１にて設定
された色マーカーと装置の対応を検知し、ステップＳ２
で色抽出回路３９からの入力を確認し、ＴＶカメラ装置
８ａで捉えた画像から設定された色マーカー（青）が抽
出されたかどうかを判断する。
【００３２】この色抽出回路３９における色抽出処理
は、公知の技術でありまた、本出願人の出願である特開
平８－１６４１４８号公報等に詳細が開示されているの
でここでは記述を省略する。
【００３３】ステップＳ２での処理の結果、色マーカー
が抽出されていれば、ステップＳ３で装置選択画面４４
の中の、抽出された色マーカーに対応した装置（この場
合、超音波凝固切開装置ゆえ装置Ｂ）の表示を変化させ
るよう、表示回路４０を制御する。
【００３４】この表示の変更方法としては、例えばその
装置名称部分の枠の色を変更したり、その部分の文字と
その背景色を変更したり、文字周囲の背景部分の色を変
更したり、その部分を点滅させたりして選択されたこと
が視覚的に容易に分かるようにすることが挙げられる。
【００３５】一方、ステップＳ２で色マーカーが抽出さ
れない場合、特開平１１－３３２８８３公報に開示され
ているのと同様の方法で、ステップＳ４において周辺機
器の各種設定を行う。このステップＳ４の処理の詳細に
ついては後述する。
【００３６】ステップＳ３の処理が終わると、ステップ
Ｓ５で音声入力回路３７にマイクロフォン３２を介して
音声入力があるかどうかを判断し、音声入力があった場
合は、ステップＳ６で入力された音声信号と制御回路３
６に備えられたメモリにあらかじめ記憶されている言葉
とを比較する。一方、ステップＳ５で音声入力がない場
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合は、処理の最初（ステップＳ１）に戻る。
【００３７】ここで、制御回路３６に備えられたこのメ
モリに記憶されている言葉には、コマンドとラベルの２
種類がある。
【００３８】コマンドとは、各手術機器の設定値を増減
させるための言葉で、「上」「アップ」「下」「ダウ
ン」等である。一方ラベルとは、特開平１１－３３２８
８３公報に開示されているのと同様、手術装置自体およ
びその設定スイッチに割付けられている名称であり、例
えば超音波凝固切開装置Ｂ３３ｂの場合、装置のラベル
は「ｂ」が、超音波出力ＵＰスイッチ４８ａのラベルは
「Ｂ１」、超音波出力ＤＯＷＮスイッチ４８ｂのラベル
は「Ｂ２」というラベル名称が割付けられる。
【００３９】そして、ステップＳ７で入力された音声が
コマンドと一致するかどうか判断し、一致した場合は、
ステップＳ８でコマンドに応じて装置操作画面４５の超
音波出力設定値の表示を変更するように表示回路４０に
制御信号を送り、ステップＳ９で変更された出力設定値
を設定対象の手術装置に通信回路３５を介して送信し、
手術装置の出力設定値を変更し、最初の処理に戻る。ま
た、Ｓ７において入力音声がコマンドと一致しない場
合、最初の処理（ステップＳ１）に戻る。
【００４０】次に、ステップＳ２の処理の結果、色マー
カーが抽出されない場合の処理（ステップＳ４：音声入
力＋フットスイッチによる設定変更処理）を図６を用い
て説明する。
【００４１】図６に示すように、ステップＳ１０で音声
入力回路３７にマイクロフォン３２を介して音声入力が
あったかどうかを判断し、音声入力があった場合は、ス
テップＳ１１で入力された音声信号と制御回路３６に備
えられたメモリにあらかじめ記憶されている言葉とを比
較する。音声入力がない場合は、処理の最初（ステップ
Ｓ１）に戻る。
【００４２】そして、ステップＳ１２で入力された音声
とラベルが－致するかどうか判断し、一致した場合は、
ステップＳ１３でラベルに対応した装置選択画面４４／
装置操作画面４５の表示を変化させるように表示回路４
０を制御する。
【００４３】そして、ステップＳ１４でフットスイッチ
入力回路３８がフットスイッチ３０の操作入力を検知し
たかどうか確認し、入力があった場合は、ステップＳ１
５でフットスイッチ３０が踏まれた回数に応じて装置操
作画面４５の設定値表示を変更するよう表示回路４０に
制御信号を送信し、ステップＳ１６で変更された出力設
定値を設定対象の手術装置に通信回路３５を介して送信
し、手術装置の出力設定値を変更する。
【００４４】この処理が終了した後および、ステップＳ
１０で音声入力がない場合、ステップＳ１２で入力音声
とラベルが一致しない場合、ステップＳ１４でフットス
イッチ入力がない場合は、図５の処理フローの最初の処
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7
理（ステップＳ１）に戻る。
【００４５】以上の処理により、術者は超音波凝固切開
装置２２の使用中に出力値を変更したい場合には、まず
ハンドピース４６先端に設けられている色マーカー４７
をＴＶカメラ装置８ａの視野内に入れ、色マーカーが抽
出されるようにする。
【００４６】色マーカ－が抽出され装置選択画面４４の
装置ラベルの表示が変化した状態は、設定変更対象の装
置として超音波凝固切開装置２２が選択された状態であ
り、ここで超音波出力設定を上げたい場合、マイクロフ
ォン３２に「ＵＰ」というコマンドを発すれば、あらか
じめ設定されている幅だけ出力設定値を上げることがで
きる。
【００４７】また、ハンドピース４６の先端をＴＶカメ
ラ装置８ａの視野内に入れられない場合や、色マーカー
が汚れたり組織に隠れたりして抽出ができない場合に
は、特開１１－３３２８８３号公報に開示されているよ
うに、設定変更対象の装置および設定変更操作スイッチ
に割付けられているラベルを音声入力し、フットスイッ
チ３０の操作により設定を変更することも可能である。
【００４８】もちろん、内視鏡外科システムには体腔内
挿入部を有しない装置も會まれており、それら装置の設
定変更は従来例のとおり、上述の音声入力＋フットスイ
ッチ操作で行う。
【００４９】また、フットスイッチ３０による操作入力
の代わりに、手術装置の手元操作部に設けられたハンド
スイッチ（図示せず）や音声による入力でも設定変更は
可能である。
【００５０】なお、色マーカーは、超音波凝固装置の他
にも電気メス装置、レーザー装置等体腔内で処置を行う
ための挿入部を有するものに取り付けられる。
【００５１】また、入力音声と記憶されているコマンド
／ラベルが一致するかどうかの音声認識処理は、特定話
者／不特定話者いずれの方法でも可である。
【００５２】さらに、設定変更対象機器を選択する手段
としては、処置装置の挿入部先端に色マーカーの代わり
に形状マーカー（三角形／四角形等）を設け、画像処理
でマーカーを識別して、そのマーカーが設けられている
手術機器の設定を音声入力で変更することとしてもよい
し、この形状マーカーに色を付けて、色と形状の双方を
識別することでマーカー検知の確度を上げることもでき
る。
【００５３】また機器の設定変更のみでなく、出力のＯ
Ｎ／ＯＦＦ制御を行うことももちろん可能である。
【００５４】（効果）このように本実施の形態では、設
定を変更したい手術装置の体腔内挿入部先端に色マーカ
ーを設け、その色を画像処理で抽出することで変更対象
の装置を選択し、設定値の変更を音声入力で可能とした
ことで、より簡便に手術装置の設定変更を行うことがで
きる。
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【００５５】第２の実施の形態：図７ないし図９は本発
明の第２の実施の形態に係わり、図７は色マーカーが複
数の手術装置に設けれた際のモニタに表示される装置選
択画面及び装置操作画面を示す図、図８は図７の装置選
択画面及び装置操作画面に表示された複数の手術装置に
対するコントローラの処理の流れを示す第１のフローチ
ャート、図９は図７の装置選択画面及び装置操作画面に
表示された複数の手術装置に対するコントローラの処理
の流れを示す第２のフローチャートである。
【００５６】第２の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００５７】（構成）色マーカーが複数の手術装置に設
けられていることを除いて、第１の実施の形態の構成と
同一である。
【００５８】（作用）本実施の形態の作用を図７～図９
を用いて説明する。使用者はマーカー対装置割付け設定
回路４１に接続されている図示しない入力手段を用い
て、複数の色マーカーの色とそのマーカーが設けられて
いる手術装置の対応を入力しておく。
【００５９】装置Ｂ３３ｂである超音波凝固切開装置２
２への割付けは青色、装置Ｃ３３ｃである電気メス装置
１９への割付けは緑色であり、図７のモニタ４２の拡大
画面の内視鏡画像４３に示すように、超音波凝固切開装
置２２のハンドピース４６の挿入部先端には青色の色マ
ーカー４７が、電気メス装置１９の処置部先端には緑色
の色マーカー５０が設けられている。
【００６０】図８及び図９を用いて本実施の形態の処理
フローを説明する。
【００６１】図８及び図９に示すように、ステップＳ２
１でコントローラ２６ａの制御回路３６は、マーカー対
装置割付け設定回路４１にて設定された複数の色マーカ
ーと装置の対応を検知し、ステップＳ２２で色抽出回路
３９からの入力を確認し、ＴＶカメラ装置８ａで捉えた
画像から設定された色マーカーが抽出されたかどうかを
判断する。色マーカーが抽出されていない場合、ステッ
プＳ２４で第１の実施の形態の図６に示した色マーカー
が抽出されていない場合の処理（図５のステップＳ４の
処理）と同様の処理を行う。
【００６２】一方、色マーカーが抽出されている場合、
ステップＳ２３で抽出マーカーが複数かどうか判断し、
複数の色マーカーが抽出されている場合、ステップＳ２
５で装置選択画面４４の中の、抽出された全ての色マー
カーに対応した装置の表示を変化させるよう、表示回路
４０を制御する。
【００６３】抽出されたマーカーが１つであった場合
は、ステップＳ２６で装置選択画面４４の中の、抽出さ
れた色マーカーに対応した装置の表示を変化させるよ
う、表示回路４０を制御した後、後述するステップＳ３
１の手前まで処理をジャンプする。
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9
【００６４】ステップＳ２５の処理が終わると、ステッ
プＳ２７で音声入力回路３７にマイクロフォン３２を介
して音声入力があったかどうかを判断し、音声入力があ
った場合は、ステップＳ２８で入力された音声信号と制
御回路３６に備えられたメモリにあらかじめ記憶されて
いる言葉との比較を行う。一方、音声入力がない場合
は、処理の最初（ステップＳ２１）に戻る。
【００６５】ここで、制御回路３６に備えられたメモリ
には、第１の実施の形態で示したコマンド及びラベルに
加えて、装置に割付けられた色マーカーの色も記憶され
ている。
【００６６】そして、ステップＳ２９で入力された音声
が抽出された色マーカーの名前と一致するかどうか判断
し、一致した場合は、ステップＳ３０で装置選択画面４
４の中で、音声入力された色が割付けられている装置の
表示のみを変化させる。このとき、同時に装置操作画面
４５の表示も選択された装置のものに切り替わる。
【００６７】そして、ステップＳ３１で再度音声入力が
あったかどうかを判断し、音声入力があった場合は、ス
テップＳ３２で入力された音声とメモリに記憶されてい
る言葉とを比較し、ステップＳ３３で入力音声がコマン
ドと一致するかどうか判断する。
【００６８】そして、一致した場合は、ステップＳ３４
でコマンドに応じて装置操作画面４５の超音波出力設定
値の表示を変更するように、表示回路４０に制御信号を
送り、ステップＳ３５で変更された出力設定値を設定対
象の手術装置に通信回路３５を介して送信し、手術装置
の出力設定値を変更し、最初の処理（ステップＳ２１）
に戻る。
【００６９】また、ステップＳ２９にて入力音声と抽出
された色マーカーの名前が一致しなかった場合、ステッ
プＳ３１にて音声入力がない場合、およびステップＳ３
３にて入力音声がコマンドと一致しない場合も、最初の
処理（ステップＳ２１）に戻る。
【００７０】以上の処理により、超音波凝固切開装置２
２と電気メス装置１９とを使用する手術中において、色
マーカーの設けられている処置部先端が両方同時にＴＶ
カメラ装置８ａの視野内に捉えられている状態で装置の
出力値を変更したい場合には、変更対象の装置に割付け
られている色を音声入力することで対象装置を選択し、
次いでコマンドを音声入力すれば、あらかじめ設定され
ている幅だけ出力設定値を変更することができる。
【００７１】（効果）このように本実施の形態では、第
１の実施の効果に加え、色マーカーの設けられた複数の
処置装置が同時にＴＶカメラに撮像されている状況にお
いても、設定変更対象の装置に付されている色マーカー
の色を音声入力することで装置を選択可能である。
【００７２】第３の実施の形態：図１０ないし図１２は
本発明の第３の実施の形態に係わり、図１０は集中制御
用のコントローラの構成を示すブロック図、図１１は図
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１０の装置Ｂである超音波凝固切開装置の構成を示すブ
ロック図、図１２は図１０の集中制御用のコントローラ
の作用を説明するフローチャートである。
【００７３】第３の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００７４】（構成）図１０に内視鏡外科手術システム
を構成する本実施の形態の集中制御用のコントローラ５
１のブロック図を示す。第１の実施の形態のコントロー
ラ２６ａとの違いは、インピーダンス入力回路５２が備
えられ、インピーダンス入力回路５２は超音波凝固切開
装置５３である装置Ｂ３３ｂと接続されていることと、
マーカー対装置割付け設定回路４１がないことである。
【００７５】また、図１１はインピーダンス検知の概略
構成を示すものである。超音波凝固切開装置５３には駆
動回路５４とインピーダンス検知回路５５が備えられ、
インピーダンス検知回路５５はハンドピース４６および
インピーダンス検知用対極板５６が接続されている。ま
た、インピーダンス検知回路５５は検知したインピーダ
ンスデータとともに、インピーダンスを検知した装置の
情報も合わせてコントローラ５１のインピーダンス入力
回路５２に出力する。
【００７６】（作用）インピーダンス検知の方法は、ハ
ンドピース４６とインピーダンス検知用対極板５６との
間に微弱な高周波電圧を印加し、その間を流れる電流値
を検知することで行われる。この高周波電圧印加は、超
音波凝固切開装置が駆動されていない間に行われる。
【００７７】ハンドピース４６が体腔内組織に接触して
いる場合に、前述のインピーダンス検知が行われれば、
数百オーム程度の抵抗値を示すが、組織に接触していな
けれぱ抵抗値は非常に大きな値を示す。この値からハン
ドピースが組織と接触しているかどうかを判断するため
に、あらかじめ組織接触判別閾値（数十～百キロオー
ム）を設定しておき、検知したインピーダンスが該組織
接触判別閾値よりも小さければ接触と判断し、インピー
ダンスが該組織接触判別閾値よりも大きいければ非接触
と判断するようにする。
【００７８】図１２に、この判断方法を利用した手術装
置設定変更のフローを示す。まず、コントローラ５１に
備えられている制御回路３６は、ステップＳ４１でイン
ピーダンス入力回路５２に入力される信号を読み取り、
ステップＳ４２でその信号に含まれるインピーダンスデ
ータが組織接触判別閾値よりも小さいかどうか判断す
る。そして、そのデータがしきい値よりも小さい場合
は、ステップＳ４３でそのインピーダンスデータを検知
した手術装置に対応している装置選択画面４４の表示を
変化させる。
【００７９】これはすなわち、その手術装置が設定変更
対象装置として認識されたということである。
【００８０】その後の処理は第１の実施の形態と同じ
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く、ステップＳ５で音声入力があるかどうかを判断し、
音声入力があった場合は、ステップＳ６で入力された音
声信号とメモリにあらかじめ記憶されている言莱とを比
較し、ステップＳ７で入力された音声がコマンドと－致
するかどうか判断し、一致した場合は、ステップＳ８で
コマンドに応じて装置操作画面４５の超音波出力設定値
の表示を変更するように表示回路４０に制御信号を送
り、ステップＳ９で変更された出力設定値を設定対象の
手術装置に通信回路３５を介して送信し、手術装置の出
力設定値を変更し、最初の処理（ステップＳ４１）に戻
る。
【００８１】また、ステップＳ５の処理で音声入力なし
の場合、ステップＳ７の処理で入力音声とコマンドが一
致しなかった場合も、最初の処理（ステップＳ４１）に
戻る。
【００８２】さらに、ステップＳ２の処理において、イ
ンピーダンスが組織接触判別閾値よりも大であった場合
も、第１の実施の形態の音声＋フットスイッチによる設
定変更処理（図５のステップＳ４）と同じ処理を行う。
【００８３】以上の処理により、術者は超音波凝固切開
装置５３使用中に出力値を変更したい場合には、ハンド
ピース４６を組織に接触させることで変更対象の装置を
選択し、その後で設定値変更のための音声入力を行い設
定値を変更することが可能となる。
【００８４】なお、本実施の形態では超音波凝固切開装
置のみについて説明したが、他の手術装置にもインピー
ダンス検知回路を備えることで、同様に設定値の変更が
可能である。
【００８５】（効果）このように本実施の形態では、設
定を変更したい手術装置の体腔内処置部を生体組織に接
触させることで変更対象の装置を選択し、設定値の変更
を音声入力で可能としたことで、処置装置を組織に接触
させるという処置動作の流れの中で手術装置の設定変更
を行うことができる。
【００８６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡外科システムの各装置の設定値変更を、術者への負
担をより少なくし、操作性良く行うことができるという
効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡外科シ
ステムの構成を示す構成図
【図２】図１の集中制御用のコントローラの構成を示す
ブロック図
【図３】図１の超音波凝固切開装置に接続され凝固切開
処置を行うためのハンドピースの構成を示す図
【図４】図２のモニタに表示される装置選択画面及び装
置操作画面を示す図
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【図５】図２の集中制御用のコントローラの作用を説明
するフローチャート
【図６】図５のステップＳ４の詳細な流れを説明するフ
ローチャート
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る色マーカーが
複数の手術装置に設けれた際のモニタに表示される装置
選択画面及び装置操作画面を示す図
【図８】図７の装置選択画面及び装置操作画面に表示さ
れた複数の手術装置に対するコントローラの処理の流れ
を示す第１のフローチャート
【図９】図７の装置選択画面及び装置操作画面に表示さ
れた複数の手術装置に対するコントローラの処理の流れ
を示す第２のフローチャート
【図１０】本発明の第３の実施の形態に係る集中制御用
のコントローラの構成を示すブロック図
【図１１】図１０の装置Ｂである超音波凝固切開装置の
構成を示すブロック図
【図１２】図１０の集中制御用のコントローラの作用を
説明するフローチャート
【符号の説明】
１…内視鏡外科システム
２…手術ベッド
３…患者
４ａ，４ｂ…スコープ
５ａ，５ｂ…カメラヘッド
８ａ，８ｂ…ＴＶカメラ装置
１０ａ，１０ｂ…光源装置
１２ａ，１２ｂ，４１…モニタ
１７…気腹器
１９…電気メス装置
２２…超音波凝固切開装置
２６ａ…コントローラ
３０…フットスイッチ
３１…ヘッドセット
３２…マイクロフォン
３３ａ～３３ｆ…装置Ａ～装置Ｆ
３５…通信回路
３６…制御回路
３７音声入力回路…
３８…フットスイッチ入力回路
３９…色抽出回路
４０…表示回路
４１…マーカー対装置割付け設定回路
４３…内視鏡画像
４４…装置選択画面
４５…装置操作画面
４７…色マーカー
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